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山口３２ｍＧＥＯＴＡＩＬ観測（２００２年６月４日）メモ 
藤沢健太（山口大学） 

 
１．はじめに 
 ２００２年６月４日のＧＥＯＴＡＩＬ観測に山口３２ｍも参加した。観測システムと観

測の実行状況について報告する。なお、観測に参加したのは、藤沢、増山（山口大）、木内、

澤田（学生）、下井倉（防府市青少年科学館）の５名である。 
 
２．観測システム 
 山口３２ｍは観測システムの整備中であり、十分な観測を行える状況になっていない。

特に大きな問題点は、アンテナの制御がマニュアルでしか行えないこと、時刻システムが

未整備であること、の２点である。 
２－１．アンテナ駆動制御 
 アンテナの駆動は、Ａｚ、Ｅｌそれぞれのツマミをひねって誤差電圧を発生させてアン

テナを駆動する、というマニュアル制御である。ビームの半値幅を天体が通過するのに要

する時間は３０秒以下であり、天体追尾を行うためには頻繁に微調整を行わねばならず、

現実的には実行不可能である。 
 したがって、今回の観測では記録を行う時刻に天体が通過する位置にアンテナを向けて

待機し、ビームに入っている間だけ有効なデータとする、という方法を取った。天体（Ｇ

ＥＯＴＡＩＬ）の位置計算は、富士通の大西さんが計算した「山口３２ｍから見たＧＥＯ

ＴＡＩＬの赤経・赤緯」（時間の関数）を元に、各時刻におけるＧＥＯＴＡＩＬの位置を計

算した。この計算と待ちうけ自体はうまくいき、予定通りの時刻にＧＥＯＴＡＩＬのダウ

ンリンク信号を受信した。 
 天体の追尾システムは６月末に納品される予定であり、次回観測では連続的な追尾がで

きると考えられる。 
２－２．時刻システム 
 山口３２ｍには水素メーザおよびＧＰＳ（あるいはロランＣなど）がないため、九州東

海大学から借用したクリスタルを使用した。１ＰＰＳ刻み用に簡易型ＧＰＳを用意してい

るが、衛星を受信できない場合は１ＰＰＳ信号が停止する、また負論理のため１ＰＰＳ（デ

ューティ比＝５０％？）は立下りとして得られる、という問題がある。実質的にこれは使

用できないため、より高性能なＧＰＳ受信機を用意する必要があると考えられる。 
 今回の実験では、１ＰＰＳがないとＩＰ－ＶＬＢＩボードをリセットできない、という

問題があった。そこで急遽ファンクションジェネレータで擬似１ＰＰＳを入力してリセッ

トし、観測を行った。この擬似１ＰＰＳは時刻基準としては意味がないが、ＩＰ－ＶＬＢ

Ｉボードを動作させるという意味ではうまく行った。timedisp コマンドで表示した時刻

と１１７番の時報と比較すると、０．５秒ほど遅れているように思われた。 
 今年秋にはアンリツ製ガスセル型セシウム原子時計が納品される予定である。恒温槽内

に設置することで、安定にＶＬＢＩ観測を行える予定である。その場合でも１ＰＰＳのリ



セットは問題となるので、ＧＰＳの購入・設置を検討したい。 
 九州東海大からＨＰ製セシウムを借用している。これは位相安定度不足のため、通常に

ＶＬＢＩ実験には使用が難しいと思われる。しかし１ＰＰＳ（リセット機能付）、５ＭＨｚ、

１０ＭＨｚの出力があるので、何らかの実験には使えると思われる。今回試用したクリス

タルとセットで使えば、ＶＬＢＩ観測にも役立つかもしれない。また、ルビジウム原子時

計も３台借用している。 
２－３．受信システム 
 ８ＧＨｚ常温受信機、８ＧＨｚダウンコンバータ（ＬＯ＝８０８０ＭＨｚ、ＩＦ＝１０

０－５００ＭＨｚ）は既に用意されており、単一鏡実験に使用している。ベースバンドコ

ンバータ（Ｋ－４ビデオコンバータ）を九州東海大から借用しており、今回の観測にも使

用した。ただ、Ｋ－４ビデオコンバータ専用同軸ケーブル（シンセ部とコンバータ部の接

続用、長さ２０ｃｍ程度×１６本、ＢＮＣコネクタ）がない。九州東海大に再度問い合わ

せか、調達が必要である。 
 バックエンドにはＩＰ－ＶＬＢＩボード（宇宙研購入）設置のＰＣを利用した。将来は

ボード部、ＰＣ部ともに増強する予定。当面、このシステムで観測を行えると考えている。 
 なお、８ＧＨｚ受信機は、８月末に冷却・両偏波の高性能受信機とする予定。 
 
３．観測とデータ 

 観測はＣＲＬ鹿島局のスケジュールにあわせて行った。しかし上記の様々な問題があっ

たため、かなり「歯抜け」に行った。また、スケジュールを読み込んで観測を行う事がで

きなかったので、sampling コマンドを用いてデータ取得開始した。データを取得した時刻

は次のとおり：08:15, 08:30, 08:45, 09:14, 09:22, 09:30, 11:45, 12:45, 13:45。デー

タは /usr/loca/data に保存した。ファイル名は観測時刻でつけてある。 

 上記の通り、時計がクリスタルである、時刻基準が全く不明確である、などの問題があ

り、フリンジを検出できるとはあまり思えない。 

 
＝＝以上＝＝ 



２００２年６月５日 電磁宇宙物理学研究室 

山口３２ｍ電波望遠鏡 

人工衛星 GEOTAIL の信号受信に成功！ 
 

          
 ２００２年６月４日、山口３２ｍ電波望遠鏡は、宇宙科学研究所の磁気圏観測衛星「Ｇ

ＥＯＴＡＩＬ」のダウンリンク信号の受信に成功しました。 
 ＧＥＯＴＡＩＬ（ジオテイル）衛星は、１９９２年７月２４日に、デルタ II ロケットに

よってアメリカ・フロリダ州のケープ・カナヴェラルから打ち上げられました。このミッ

ションの主たる目的は、地球磁気圏尾部の構造とダイナミクスを研究することです。この

目的のために、ＧＥＯＴＡＩＬ衛星の軌道は、磁気圏を広い範囲（地球半径の８倍から２

２０倍）にわたってカバーするように設計されました。またこの軌道は、近地点で磁気圏

界面をかすめる時に、磁気圏の境界領域を研究することを可能にします。現在の軌道は、

近地点と遠地点が地球半径の９倍と３０倍、黄道面に対する軌道傾斜角が－７度です（こ

の段落は宇宙研ホームページより引用）。 
 現在、人工衛星の精密な位置決定にＶＬＢＩ技術を応用する目的で宇宙研、天文台、通

総研、山口大が協力して研究を進めています。その最初の実験として、今回ＧＥＯＴＡＩ

Ｌ衛星のダウンリンク信号を山口３２ｍ電波望遠鏡で受信に挑戦し、無事に受信成功しま

した（この研究は衛星の位置を決めることを目的としているので、衛星が送ってくる信号

の内容を解析することはできません）。 
 上段の図は、山口３２ｍに設置されている８ＧＨｚ受信機の出力信号スペクトルを全域

に渡って示したものです。８４７０ＭＨｚ付近にＧＯＴＡＩＬ衛星の信号が見えています。

この部分を拡大したのが下段の図です。複雑な変調のかかった強力な信号である事がわか

ります。 
 今回の実験では、新型ＶＬＢＩ観測システムを用いて観測データをパソコンに取得する

実験も行いました。データは通総研で解析される予定です。今後はＶＬＢＩ観測システム

の整備と実験を重ね、将来は人工衛星の位置決定に山口３２ｍが定常的に活躍できるよう

研究を進める予定です。 
 実験に参加した皆様、ご支援いただいたＫＤＤＩ山口衛星通信所の皆様に感謝いたしま

す。 
（文責：藤沢） 
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